
                            

    

 

    

山
田
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
平
成
２６
年
度
の
臨
時
総
会
を
、

１１
月
２２
日
に
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
臨
時
総
会
は
、
協
議
会
設

立
後
２
年
余
り
が
経
過
す
る
な
か

で
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
組
織
体

制
や
運
営
面
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
提
案
さ
れ
た
「
会
則
改
正
」

の
議
案
を
審
議
い
た
だ
き
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

改
正
の
基
本
的
な
考
え
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

 

そ
の
一
つ
目
は
、
協
議
会
の
設
立

の
趣
旨
を
、
よ
り
明
確
に
し
た
こ
と 

で
す
。 

             

    

多
様
化
し
て
い
く
様
々
な
「
地 

域
の
課
題
は
、
地
域
住
民
や
各
種
団

体
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
て
、
協
働
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
地
域

で
解
決
し
て
い
く
」
と
い
う
考
え
を

み
ん
な
で
共
有
す
る
た
め
で
す
。 

二
つ
目
は
、
組
織
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
幅
広
い
参
加
と
連
携
で
き
る

機
会
の
保
障
、
透
明
性
が
高
い
民
主

的
な
運
営
を
基
本
と
し
、
不
断
の
努

力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
具
体
的
な
組
織
面
で
は
、

協
議
会
運
営
全
体
の
調
整
を
行
う 

総
務
委
員
会
の
ほ
か
、
６
つ
の
専
門 

部
会
を
設
け
、
分
か
り
や
す
く
機
能 

的
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。 

今
後
、
２７
年
度
の
協
議
会
運
営 

が
円
滑
な
も
の
と
な
る
よ
う
準
備 

を
進
め
て
ま
い 

り
ま
す
の
で
皆 

様
の
御
理
解
と 

御
協
力
を
お
願 

い
し
ま
す
。 

改
正
の
概
要 

を
次
ペ
ー
ジ
に 

掲
載
し
ま
し
た 

の
で
、
御
覧
く 

だ
さ
い
。 

   
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

今
年
の
防
災
訓
練
は
、
「
自
助
」

「
共
助
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
自

主
防
災
組
織
の
関
係
者
や
学
区
防

災
員
、
町
内
会
長
な
ど
を
対
象
に
、

山
田
小
学
校
体
育
館
で
実
施
し
ま

し
た
。 

                      

 

第
１
部
で
は
、
神
戸
市
の
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
か
ら
木
戸
崇
之

さ
ん
を
招
き
「
減
災
」
を
テ
ー
マ
に
、

イ
ザ
と
い
う
時
に
致
命
的
な
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
今
か
ら
準
備

で
き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

第
２
部
は
、
市
危
機
管
理
課
の
指

導
の
も
と
で
、
図
上
訓
練
を
実
施
し 

ま
し
た
。
参
加
者
が
１１
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
地
図
上
に
危
険
箇
所

や
避
難
ス
ペ
ー
ス
、
消
防
水
利
な
ど

を
記
し
、
山
田
の
実
態
を
知
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
の
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
、
万
一
の
と
き

に
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
、
今
後
も
「
減
災
」
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 寒

い
中
、
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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 自らの命を守る自助行動

訓練として、「くさつシェイ

クアウト 2014」が実施されま

す。山田学区まちづくり協議会

もこの事業に参加します。 

 この訓練は、市内一斉緊急放

送システムから、市内全域にサ

イレンの吹鳴、緊急放送で開始

します。安全な場所を探し、丈

夫な物のそばで動かず、上から

落ちてくる物に注意をする行

動をお願いします。 

「1. まず低く」「2.頭を守り」 

「3.動かない」行動訓練です。 

 ◆実施日時  

 １２月７日（日） 

午前１０時 

（行動訓練は、１分間です。） 

 皆さんの御協力をお願いし

ます。 

◆
災
害
に
備
え
よ
う 

学
区
防
災
訓
練 
 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
臨
時
総
会 

組
織
等
の
見
直
し
に
伴
う
会
則
改
正
案
を
承
認 

 
 
 
 
 
 
 

 

１１
月
１６
日
（
日
） 



          

皆
様
に
は
日
頃
か
ら
、
山
田
学
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
諸
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

                 

  

さ
て
、
高
度
情
報
化
と
超
高
齢
化

に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
山
田
で
も
、

生
活
様
式
が
変
わ
り
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
上
、
地
球
環
境
の
変
動
も

あ
っ
て
、
地
域
の
課
題
は
複
雑
多
岐 

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
地
域
の
課

題
に
は
、
山
田
学
区
の
住
民
が
、
立

場
を
超
え
、
一
致
協
力
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

時
に
は
、
近
隣
の
地
域
や
山
田
学 

                 

区
を
含
む
広
範
囲
の
地
域
と
の
協

力
も
必
要
で
す
。 

そ
の
た
め
の
組
織
が
山
田
学
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
あ
り
ま
す
。 

臨
時
総
会
の
議
案
は
、
そ
の
協
議

会
活
動
を
充
実
さ
せ
る
も
の
で
あ 

り
、
ご
承
認
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

今
後
は
、
役
員
一
同
が
力
を
一
つ

に
し
て
、
課
題
の
解
決
と
、
山
田
学

区
の
発
展
を
目
指
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

会
長 

川
那
辺
孝
六 

                

   

 

 

地
域
が
抱
え
る
課
題
を
話
し
合

う
、
市
長
と
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。 

 
 

                        

会
議
に
は
、
ま
ち
協
の
役
員
と
市

長
お
よ
び
担
当
部
署
の
職
員
が
出

席
し
、「
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
の
支
援
に
つ
い
て
」
と｢

指
定

管
理
者
制
度
導
入
後
の
市
と
ま
ち

協
の
関
係
に
つ
い
て｣

を
テ
ー
マ
に

話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

特
に
、
地
震
災
害
を
想
定
し
た
市

の
ア
セ
ス
評
価
で
は
、
山
田
学
区
は

家
屋
の
倒
壊
な
ど
市
内
で
最
も
高

い
被
害
想
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
防

災
へ
の
取
り
組
み
が
地
域
の
大
き

な
課
題
と
し
た
う
え
で
、
市
の
支
援

や
地
域
の
す
べ
き
こ
と
な
ど
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
後
の
ま
ち
協
の
活
動
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。 

                

第 ２２ 号 平成２６年１２月１日号（２） 

 

市
長
と
膝
を
交
え
て 

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク 
◆
地
域
の
課
題
は
地
域
で
解
決 

山田学区まちづくり協議会のシンボルマ

ークを決定しました。 

 作成にあたっては、松原中学校美術部にデ

ザインを依頼したもので、このシンボルマー

クには、ひらがなの「や」をモチーフに、こ

れからも山田学区が笑顔いっぱいで楽しい

地域であって欲しいという願いが込められ

ています。 

 今後、協議会を象徴するマークとして、広

報誌などに用いることによって、協議会をよ

り身近に感じていただき、多くの方の活動へ

の参加に結びつけたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンボルマーク決定！ 

総

務

委

員

会 

会長・副会長 

地
域
協
働
合
校
部
会 

体

育

部

会 

安

心

部

会 

防

災

部

会 
健

康

福

祉

部

会 

青

少

年

育

成

部

会 

理 事 会 

監 事 

評 議 委 員 会 

参 与 

①部会の名称を含め、住民から見て、わかりやすい組織としました。
②地域の連携を強化するため、すべての町内会長を理事としました。
③まち協の活動は、地域課題の解決に向けた取り組みにシフトしていきます。
④従来の各種の行事は団体に委ね、まち協は、後方支援を担うこととしました。
⑤専門部会員は、常任部会員と関係する取り組みに関わる部会員とし、活動
   の深化と部会員の負担軽減を目指します。
⑥まち協は、多様な人材が参画し、地域の課題に取り組むステージとします。

１１
月
１０
日
（
月
） 

 組織見直しのポイントと方向性 



                            

     

 

                                

                                 

                                 

                                 

第 ２２ 号 

平成２６年５月１５日号（１） 平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年１２月１日号（３） 

市
長
あ
い
さ
つ 

幼稚園児鼓隊演奏 ヨ－ヨ－つり 

市長も餅つき 

今回、餅つきコーナーに、

募金箱を設置しました。 

募金額１６，５３０円 

この募金は、広島の土砂

災害被災者支援に送らせて

いただきました。 

ご協力ありがとうござい

ました。 

 今年は、会場を小学校に変更しま

した。   

 時折、小雨が降るあいにくの天気

でしたが、例年を上回る多くの皆さ

んに参加いただき、大盛況のうちに

終えることができました。 

 今年もオープニングをつとめてく

れたのは、山田幼稚園児の鼓隊演奏。

かわいい子どもたちに、たくさんの

拍手が送られました。 

 午後から、バンド演奏や公民館自

主教室の発表が行われました。 

 屋外では、恒例の餅つきや模擬店

に行列ができ、大変好評でした。 

 ふれあいまつりの企画から運営ま

で、御協力いただいた皆さん、模擬

店に出店いただいた皆さん、ありが

とうございました。 
 

「山田ふれあいまつり実行委員会」 

バンド演奏 

たこせん・ホットケーキ 

フランクフルト 

大抽選会 おめでとうございます 



１１
月
７
日(

金) 

  

「
尺
八
と
唄
い
な
が
ら 

 
 
 

人
権
教
育
を
考
え
る
」 

・
講
師 

小
寺
正
宣
さ
ん 

 
 
 
 

元
松
原
中
学
校
長 

・
日
時 

１２
月
１２
日(
金) 

午
後
７
時
３０
分
～ 

・
場
所 

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お 

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

学
区
同
和
教
育
推
進
協
議
会 

    

寒
さ
で
硬
く
な
っ
た
体
を
、
ス

ト
レ
ッ
チ
で
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

転
倒
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

椅
子
に
座
っ
て
、
出
来
る
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

受
講
料
は
無
料
で
す
。
飲
み
物
・

タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ
い
。 

  

 

    

    

・
日
時 

１
月
２２
日(

木) 

午
後
１
時
３０
分 

・
講
師 

松
見 

輝
子
さ
ん 

健
康
運
動
指
導
士 

・
申
込
・
締
切 

１
月
１５
日(

木) 

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

   

琵
琶
湖
岸
の
ヨ
シ
群
落
を
守
り
、

育
て
活
用
す
る
活
動
の
一
環
と
し

て
、
ヨ
シ
刈
り
を
実
施
し
ま
す
。 

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。 

・
日
時 

１
月
２５
日(

日) 

 
 
 

午
前
９
時
３０
分
～ 

・
場
所 

北
山
田
湖
岸 

・
準
備
物 

長
靴
・
手
袋
・
鎌 

寒
く
な
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

山
田
２１
ふ
る
さ
と
健
・
幸 

推
進
委
員
会 

           

           

  
 

山
田
小
学
校
４
年
生
は
、
毎
年
、

山
田
漁
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
に

協
力
い
た
だ
き
、
県
水
産
振
興
協
会

が
育
て
た
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
の
稚
魚
を

琵
琶
湖
に
放
流
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
副

組
合
長
の
横
江
さ
ん
か
ら
、
琵
琶
湖

の
お
話
を
聞
き
、
フ
ナ
ず
し
や
魚
網 

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
船
に 

 
           

乗
り
琵
琶
湖
の
沖
で
「
大
き
く
育
っ

て
」
と
願
い
を
込
め
、
稚
魚
を
放
流

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
北
山
田
漁
港
で
働
く
方
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
船
か
ら
眺
め

る
琵
琶
湖
の
景
色
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。 

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
は
、
琵
琶
湖
の
水
環
境
や
琵
琶
湖

を
取
り
巻
く
環
境
保
全
の
大
切
さ

と
食
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

 
 

                    

   

 

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
温
暖
化
」
を

テ
ー
マ
に
、
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
の
山
本
悦
子
さ
ん
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

地
球
温
暖
化
が
こ
の
ま
ま
進
む

と
、
極
端
な
気
温
変
動
や
降
水
、
深

刻
な
海
面
上
昇
な
ど
が
起
こ
り
、
私

た
ち
の
生
活
や
健
康
に
も
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
、
省
エ
ネ
の
視
点
を

も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

  
 

   

山
田
幼
稚
園
の
園
庭
で
見 

つ
け
た
菊
。
秋
の
日
差
し
に 

負
け
な
い
く
ら
い
に
輝
い
て
、 

咲
い
て
い
ま
し
た
。 

幼
稚
園
で
は
、
地
域
の
方
か 

苗
を
い
た
だ
き
、
親
子
そ
れ
ぞ 

れ
が
自
分
の
菊
と
し
て
、
育
て 

て
い
る
と
の
こ
と
。
ほ
ほ
え
ま 

し
さ
を
感
じ
ま
す
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
前
の
イ
チ 

ョ
ウ
も
見
ご
ろ
で
す
。 

第 ２２ 号 平成２６年１２月１日号（４） 

★防犯講座 

 １２月３日(水)１９:３０～ 
 
★離乳食レストラン 

 １２月５日(金) 
 
★家庭教育支援学級 

   パネルシアター 

 １２月８日(月)１０:３０～ 
 
★いっぷくサロン 寄せ植え講座 

 １２月１１日(木)１３:３０～ 
 
★人権講座 

 １２月１２日(金)1９:３０～ 
 
★わんぱくひろば 書初め練習 

 １２月１３日(土)９:３０～ 
 
★山田市民センター大掃除 

 １２月２０日(土) 
 
★市民センター休館日 

 １２月２８日(日)～ 

        １月４日(日) 
 
★いっぷくサロン ストレッチ体操 

 １月２２日(木)１３:３０～ 
  
★わんぱくひろば 体験教室 

 １月２４日(土)９:３０～ 
 
☆ヨシ刈り 北山田湖岸 

 １月２５日(日)９:３０～ 
 
★学区同推協 総括研修会 

 ２月５日(木)１９:３０～ 
 
★印の会場は山田市民センター 

(公民館)です 
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